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	応用
	抗原情報
	背景
	マリック酵素は、NAD+またはNADP+を補酵素として、マレートからピルビン酸への酸化的脱炭酸反応を触媒します。哺乳類組織には、マリック酵素の3つの異なるアイソフォーム（細胞質NADP(+)依存性アイソフォーム、ミトコンドリアNADP(+)依存性アイソフォーム、およびミトコンドリアNAD(+)依存性アイソフォーム）が存在します。この遺伝子は、ミトコンドリアNADP(+)依存性アイソフォームをコードします。この遺伝子には、複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっていますが、一部のバリアントの生物学的妥当性は未だ解明されていません。[RefSeq提供、2008年7月]、触媒活性：(S)-マレート + NADP(+) = ピルビン酸 + CO(2) + NADPH、補酵素：二価金属カチオン。マグネシウムまたはマンガンを好む。,類似性:リンゴ酸酵素ファミリーに属する。,組織特異性:分裂率の低い臓器で主に発現する。,
	研究分野
	ピルビン酸代謝;
	画像データ
	

	ME3抗体を用いたRAW264.7細胞およびNIH/3T3細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ME3ポリクローナル抗体を用いたRAW264.7細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

